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   Ｂ４１Ｊ   2/045    (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/055    (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/01     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ  29/00     (2006.01)
   Ｈ０５Ｋ   9/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ４１Ｊ   3/04    １０３Ａ
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【手続補正書】
【提出日】平成21年11月9日(2009.11.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の方向に並ぶ複数の伝送線においてグランド線が連続して並ぶグランド線群を含む
第１ケーブルと、
　前記第１ケーブルに対向するように配置され、前記所定の方向に複数の伝送線が並ぶ第
２ケーブルであって、電圧変化する伝送線が前記グランド線群を包括する領域に対向する
ように配置される第２ケーブルと、
を備える液体吐出装置。
【請求項２】
　前記グランド線群において連続して並ぶ前記グランド線の本数は、前記電圧変化する伝
送線の本数よりも少なくとも２本多く、
　前記第２ケーブルにおいて、さらに、前記電圧変化する伝送線を挟み込むようにグラン
ド線が配置される、請求項１に記載の液体吐出装置。
【請求項３】
　前記電圧変化する伝送線は、送信する信号と該送信する信号を反転した信号とで構成さ
れる差動信号を伝送する、請求項１又は２に記載の液体吐出装置。
【請求項４】
　前記第１ケーブルの一方の端部と前記第２ケーブルの一方の端部とが接続する第１部材
と、前記第１ケーブルの他方の端部と前記第２ケーブルの他方の端部とが接続する第２部
材とは、互いに相対的に移動する部材である、請求項１～３のいずれかに記載の液体吐出
装置。
【請求項５】
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　前記第１ケーブルの一方の端部と前記第２ケーブルの一方の端部とが接続する第１の接
続部と、前記第１ケーブルの他方の端部と前記第２ケーブルの他方の端部とが接続する第
２の接続部とは、互いに相対的に移動しない接続部である、請求項１～３のいずれかに記
載の液体吐出装置。
【請求項６】
　所定の方向に並ぶ複数の伝送線においてグランド線が連続して並ぶグランド線群を含む
第１ケーブルと、
　前記第１ケーブルに対向するように配置され、前記所定の方向に複数の伝送線が並ぶ第
２ケーブルであって、電圧変化する伝送線が前記グランド線群を包括する領域に対向する
ように配置される第２ケーブルと、
を備える信号伝送路。
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